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目は鼻と並んで 花粉に よ るアレルギー 症状が出やすい 場所です。 花粉性 ァ 

レルギー 性 結膜炎は季節性アレルギー 性結膜炎のほとんどを 占めており、 増 

加 傾向にあ るといわれています。 「日のかゆみ」 「なみだ」および「ゴロゴ 

ロ感 」が主な症状で、 目の局所には 充血、 濾胞、 乳頭、 浮腫などさまざまな 

所見が見られます。 ウィルス性、 細菌性などの 感染性結膜炎に 似ていますが、 

区別する必要があ ります。 

治療には 抗 アレルギ一点眼薬のメディエーター 遊離抑制 薬と 抗ヒスタミン 

薬の 2 種類があ り、 これらをその 特徴に応じて 使い分けるか 併用すると症状を 

十分抑えることができます。 毎年反復する 患者さんは初期療法を 行 う 価値が 

あ ります。 ステロイド点眼薬も 強力な治療効果があ りますが、 その反面制作 

用も見られるので、 専門 E の診察を受けて 使用するべきです。 

花粉が目に入って 症状を起こすのを 防ぐためのいろいろなセルフケアの 方 法 があ ります。 適切な使用を 行えば、 快適に花粉症の 時期を乗り切るこ と も 

できるでしょう。 
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アト ヒ一性角 結膜炎   

通年性 
アレル ヰ 一件結膜炎 

アレルギー 牲 - 一                             
結膜炎 

手節 性 (84.5%) 
アレルキー性結膜炎 

@3f6 5 拷 )   

血管   
Fl. レセプター 

無腰上皮 

肥満細胞 
      

即時 相 
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            結膜の表面にみられる 病変 マス 

  
  吟 曲 む 磁 …： 曲 

サ 

  戻 腋の中のマスト 細胞 と 好酸味 結膜乳頭の 丁 細胞・免疫主色   
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  アレルゲンが 付着して マ 

スト細胞からヒスタミン 
か 放出されないように   
細胞膜を安定させる 

アトピー性皮膚炎のあ る場合は 

    

点眼開始双 点眼開始 

    
レ， 

最もつらいと 感じる症状のトップ 3 

    
  

  

投与直前 投与 l5 分後 投与 30 分後 

上 眼瞼 

下 眼瞼 
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メディエ 

防腐剤抜き 種類を変える 
手り太田 " Ⅰ ' 。 " Ⅵ         

弱い濃度から ス   

Ⅰ 
対 ◆ 象 : 季節性アレルギー 性結膜炎 

免 ・ 疫打 p 市 り斉 l ◆投与薬剤 : メディエーター 遊離抑制 薬 ( 点眼 ) Ⅰ サ (T 散 予測目前でも 花粉の飛散は 認められている ) 

l f@ @ 戸 1     ステロイド内服 

  



 
 

 
   

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

  
日神め "@"" 辞 

●花粉情報に   主音●外出を 控える●窓を 閉める 

●外出時のメカ ネ マスクの使用 

●帰宅時に花粉を 衣服から落として 入室 

●帰宅後   先 限   うかい   嚢 をかむ 

● 夜 更かしはしない ( 睡眠を十分とる ) ●適度な連動   

■三 諦 右 眼の充血、 眼指．痛 痒感 

■ 現 病歴 : ドライ イ 診断で，ヒア ルロ 

ン酸 腐 フリ一の人工涙液 

で治 れ きた． l 週間前よ 

り か く 、 眼 脂も多く   
充 い 毎年、 この季節 

に同じような 症 
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